
指定管理者モニタリング結果及び評価シート

評価期間 ～

施設状況

～

評価項目

１　施設の設置目的の達成に関する取組

評価

２　指定管理者の健全性

評価
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施設の設置目的や市が示した基本方針、また、自ら提案した内容に沿った管理運営であったか

区分 具体的な取組の状況・実績

児童の健全育
成

・法人の学童保育事業本部が全国の学童現場のために企画した遊びツールを活用し、SDGsや季節の伝統行事を楽しみながら身
近に体感させることができた。
・東地区全施設合同の親子バス遠足は西武園ゆうえんちへ行き、日頃は仕事で多忙な保護者様もお子様と共に楽しい思い出を
作ることができた。また、親子バス遠足から派生し、それぞれの児童クラブ単独で近隣の公園で遊ぶ遠足行事を実施すること
で児童クラブにいるだけでは体験できない遊び体験や公共性の育成を図ることができた。

利便性の向上

・Wi-Fi環境を完備し小学校のタブレット学習が児童クラブでも行うことができた。
・情報配信機能、各種おたより配信や連絡帳機能、児童の登降室確認機能を備えたアプリケーションを活用した。毎月発行の
クラブだよりやアンケート調査の電子化により多忙な中でも確認可能な環境を整えた。
・小学校の長期休業期間中の保護者負担軽減のための自主事業である注文弁当サービスは令和7年度も全平日(弁当業者休業日
は除く)利用可能とした。

職員の資質向
上

・長期休暇時の一日保育期間を除き、毎月テーマを変えての内部研修（例．食物アレルギーについて、発達障がいについて
他）やそれぞれの児童クラブで実際に発生した事例を基にした事例検討会議を実施することで学童保育支援員としての知識向
上に努めた。
・警察署に御協力頂いての不審者対応訓練や消防署の地震体験車を招いての避難訓練等、内部研修のみならず外部の専門家に
よる研修の充実も図った。

管理運営状況
保護者が昼間就労等により家庭にいない児童に適切な生活や遊びの場を提供し、法人が提案した運営方針に基づいて運営を
行った。Wi-Fi環境の維持整備に加え、各種情報配信や御家庭との連絡帳のやり取り、登降室の確認をそれぞれ電子上で行う
ことができる機能を備えたアプリケーションを活用することによるサービス拡充のための取組を実施した。

令和７年度

令和7年4月1日 令和8年3月31日

こども・元気健康部子育て支援課

福岡・第２福岡・第３福岡放課後児童クラブ（定員120名、延床面積391.5㎡）、駒西放課後児童クラブ（定員70名、延床面積192.53
㎡）、第２駒西・第３駒西放課後児童クラブ（定員80名、延床面積237.66㎡）、上野台・第２上野台放課後児童クラブ（定員120名、
延床面積311.36㎡）、第３上野台・第４上野台放課後児童クラブ（定員80名、延床面積279.88㎡）西放課後児童クラブ（定員80名、延
床面積206.9㎡）、第２西放課後児童クラブ（定員70名、延床面積220.27㎡）、元福放課後児童クラブ（定員70名、延床面積177.26
㎡）、さぎの森放課後児童クラブ（定員66名、延床面積170.79㎡）

２回平成23年4月1日

子育て支援施設

施設概要

指定管理者の
主な業務

施設設置目的
小学校に就学している児童であって、その保護者が就労等により、昼間家庭にいないものにつき、家庭、地域等との連携の下、発達段
階に応じた主体的な遊びや生活が可能となるよう、当該児童の自主性、社会性及び創造性の向上、基本的な生活習慣の確立等を図り、
もって当該児童の健全な育成を図る。

所管課

施設分類

利用料金制導入

放課後児童クラブの保育実施に関すること。
児童クラブの施設、設備等の維持管理に関すること。

管理運営の
基本方針

児童クラブ施設の管理について、児童福祉法及びふじみ野市立放課後児童クラブ条例の趣旨に則り、児童クラブ設置の目的を効果的に
達成することを目的とし、住民サービスの向上と業務の効率化を目指す。

指定回数

施設名称

指定管理者名

指定期間

導入年月日

ふじみ野市立放課後児童クラブ（東地区）

シダックス大新東ヒューマンサービス株式会社

令和5年4月1日 令和10年3月31日 なし（指定管理料のみ）

【評価基準】　5：指定管理者のノウハウや努力等により、要求水準を大きく上回っている場合
　　　　　　　4：要求水準を上回っている場合
　　　　　　　3：要求水準を満たしている場合
　　　　　　　2：要求水準を下回っている場合
　　　　　　　1：要求水準を大きく下回る場合（改善指導が必要）

団体の財務状況や組織体制は安定していて、施設管理を継続的、安定的に行うことができるか

外部専門家からの
指摘事項の概要

その他特記事項

現預金残高は良好。前期に引き続き、売上高、利益ともに順調に推移｡
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３　施設の有効活用

対前年比 年度目標達成率 評価

単位 単位

756 人 人 105.6% 115.1%

区分

追加
事業

未実
施

事業

自主
事業

４　利用者評価

評価

(1) 利用者要望把握方法

・学校の長期休業期間や振替休日等における一日保育の朝延長保育（午前7時30分～午前8時）を無償とする他、夕方延長保育
（午後6時30分～午後7時）を1回200円で実施することにより、児童の預け先に苦慮している保護者のニーズに対応した。
・長期休業期間において登録児童数が定員に達していない児童クラブを対象に一時保育を実施することで、児童の預け先に苦
慮している保護者のニーズに対応した。
・長期休業期間の全平日(弁当業者休業日は除く)に注文弁当サービスを実施し、保護者のお弁当作りの負担軽減を図った。
・情報配信機能、連絡帳機能、登降室確認機能を備えたアプリケーションを活用し、保護者の利便性向上を図った。

(3) 調査、会議等の結果

利用者アンケート、ご意見ボックス、個人面談

１．利用者アンケート
【実施時期】令和7年12月1日～12月12日
【調査方法】放課後児童クラブ利用保護者に対し、LoGoフォームを使用してWEBアンケートを実施
【調査項目】①保護者への対応②(1)相談(2)相談時の対応③情報提供④支援員と児童の関係⑤児童同士の関係
　　　　　　⑥保護者同士の関係⑦保育内容⑧保育行事⑨遊具や施設⑩(1)おやつの内容(2)おやつの量
　　　　　　⑩(3)おやつの提供時間⑪利用時間⑫総合的な印象
２．ご意見ボックス
【実施時期】年間通して実施
【調査方法】各児童クラブの玄関に用紙と箱を設置し、意見や要望のある方が記入し投函する。
３．個人面談
【実施時期】年間で数回、それぞれ2週間程度の期間を設けて実施
【調査方法】希望された保護者より面談時に直接お伺いする。

１．利用者アンケート
利用世帯数…702世帯　回答数…395世帯　回答率…56.3％
・回答を「満足」「やや満足」「ふつう」「やや不満足」「不満足」の選択制で調査した結果、（④(1)は「できる」「でき
ない」、⑫(2)は「多い」「ちょうどよい」「少ない」、⑫(3)は「早い」「ちょうどよい」「遅い」で回答）各項目とも「満
足」～「普通」は95.0%以上となっている。
・個別の項目について、⑭総合的な印象、③支援員の保護者への対応、⑥支援員と児童の関係の評価が順に高くなっており、
「満足」と「やや満足」の合計が順に90.4％、89.1％、83.8％であった。一方、⑧保護者同士の関わりの項目の評価が最も低
く、「満足」と「やや満足」の合計は21.5％であった。しかし、あまり保護者同士で関わりがないため「普通」と回答する方
が多く（77.2%）、保護者同士の関わりに充実を求める傾向は低いものと思われる。
２．ご意見ボックス
ご意見ボックスを使用しての意見や要望はなかった。（対面、連絡帳アプリ、電話での対応はあり。）
３．個人面談
概ね5～25家庭程が希望した日時で実施。児童同士の関係性についてのお話等を伺った。

市指定
事業

・施設の運営に関すること
・施設及び設備の維持管理に関すること
・個人情報保護、守秘義務及び本業務に関する情報の公開に関
すること
・意見・要望への対応
・運営改善の取組に関すること
・児童の保育及び健全育成に関すること
・その他指定管理に関する業務

（特記事項）
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(1) 良好とする評価

・普段の細かい変化や様子を伝えてくださり、安心して仕事ができています。
・支援級に通っているのですが、とても配慮してくださっています。
・工作の内容や実施方法について、全ての子が等しく楽しめるように考えてくださっている。
・子どもたちは先生たちが大好きで、いなくなったらやめるといっているほどです。

(2) 苦情・改善等の要望事項

・様子などがもう少し伝えてもらえると嬉しい。
・雨のときのお迎えで、駐輪場に屋根があると助かる。
・音読以外の1人で出来る宿題を終わらせるよう、促してもらえると助かります。

区分

利用者の
要望把握

利用者からの
評価・要望・
苦情等

内容

協定内容・指定管理者提案

※予定人数は、令和7年度放課後児童クラブ定員数。

利用実績

月平均在籍児童数

《対応措置》

・お迎えの際のお伝えのみでなく、連絡帳アプリの活用や保護者懇談会、個人面談の実施等も合わせてお伝えしていく。
・令和8年3月に要望のあった施設に屋根の設置工事を実施した。
・学年や曜日により児童クラブの登室時間等に差がある為難しい面もあるが、個別対応と全体の環境設定を上手く活用して努
めていく。

追加事業、未実施事業及びその理由

施設利用状況

利用区分等 予定（計画・目標）

870
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(2) 調査、会議等の内容

事
業
実
施
内
容

利用サービス
向上の取組

・長期休み（夏休み・冬休み・春休み）の一時保育
・延長保育
・注文弁当サービス
・親子バス遠足



５　事業収支 （単位：円）

令和７年度 ） 評価

金額 項目 金額 項目 金額 項目 金額

0 利用料金 0 施設使用料 77,765,000 施設使用料 73,678,500

0 事業収入 0 行政財産使用料 0 行政財産使用料 0

182,384,000 指定管理料 208,879,053 国庫支出金 43,491,000 国庫支出金 42,423,000

0 雑入 0 県支出金 43,491,000 県支出金 42,423,000

19,000
自主事業か
らの充当

0 その他 479,078 その他 479,616

182,403,000 計 208,879,053 計 165,226,078 計 159,004,116

149,248,000 人件費 173,778,217 修繕料 555,500 修繕料 415,272

4,900,000 消耗品費 4,816,364 保険料 148,939 保険料 144,105

4,994,000 光熱水費 5,392,890 指定管理料 208,879,053 指定管理料 201,042,530

1,110,000 委託料 1,236,519 業務委託料 0 業務委託料 0

2,840,000 賃借料 2,475,088
土地・建物
賃借料

549,786
土地・建物
賃借料

832,664

1,250,000 通信費 1,824,302 その他 151,924 その他 8,095,865

1,018,000 保険料 897,324

550,000 修繕費 480,211

4,230,000
事業費（市
指定事業）

3,559,820

0 公租公課 0

12,263,000
一般管理費
（本社経費等） 6,842,540

182,403,000 計 201,303,275 計 210,285,202 計 210,530,436

収支 0 7,575,778 差引 △ 45,059,124 △ 51,526,320

市へ
の納
付金

0 支出 0

収支

2,567,850 収入 3,339,200

2,529,747 支出 1,944,400

38,103 自主事業収支 1,394,800

人件費比率【人件費／指定管理者事業支出】 86.3%

一般管理費
（本社経費等）

事業収支における経営分析
指定管理料については、児童数増加に伴う支援単位数の増加及び加配児童数
の増加に伴う加配職員の増加に係る人件費を支払ったため、計画額を上回っ
た。収支については、一般管理費の削減により黒字となった。

自主
事業
収支

自主事業か
らの充当

計

消耗品費

支出

0

項目

利用料金

計

事業収入

指定管理料

修繕費

事業費（市
指定事業）

通信費

7,575,778

収入
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年度計画額 収支実績額 令和７年度決算 令和６年度決算（前年度）

委託料

雑入

人件費

支出
保険料

賃借料

光熱水費①指定管理
業務事業収支

公租公課

分析

一般管理費が、計画額と実績額で異なる理由
計画時は、約10%弱の一般管理費を見込んで計上していたが、全国で子育て
支援施設の指定管理者業務を受託しているスケールメリットを生かし、会議
や研修等の本社業務の効率化を図ったことにより支出を抑えた。

歳入

歳出

指定管理者収支（

②市への
納付金

※納付金があ
る施設のみ

③最終収支
（①－②）

●自主事業
収支

市の収支

自主事業収支

収入

支出



６　管理運営全般

適否欄 評価

配置実績

７　危機管理体制

適否欄 評価

適1 施設の利用者の個人情報を保護するための対策が適切であったか

防犯、防災
対策

1 防犯、防火などの対策、体制が適切であったか

適

2 防災訓練など、必要な訓練が実施されたか

3 労働関係法令を遵守し、職員の適正な労働条件を確保しているか

緊急時対応、
体制

1 事故発生時や非常災害時の対応などが適切であったか

適

2 必要な保険に加入するなど、利用者などからの損害賠償請求への対応措置が講じられているか

平等利用

経理

4 職員の資質・能力向上を図り、施設を適切に運営するための取組みや研修がなされたか

運営及び事務を統括する統括責任者1人、労務管理及び経理事務等の担当者1人以上配置。
各施設に2人以上の常勤放課後児童支援員を配置。そのうち1人を責任者となる所長とし、もう
1人を所長の代理となる副所長として配置。
設備運営基準条例第8上第3項各号に定める資格を有する者かつ常勤の者を各支援単位につき1
人以上配置。

確認内容

2 市からの指示等に対し適切な対応が図られたか

2 危機管理マニュアルの内容が職員に周知されているか

3 常に、日常の事故防止などに注意を払っているか

個人情報保護

区分

職員配置

1 施設管理運営に必要な人員が適正で有効に配置されているか

2 専門性を備えた職員、有資格者が必要に応じて配置されているか

1 危機管理マニュアルが整備されているか

適

市との連携

※すべて「適」で「３」。「４」・「５」・「否」とする場合は、必ず特記事項欄に理由を記載すること。

適

適

適その他

1 日常的、定期的に業務の点検、監視が行われたか

2 事業計画・報告書、予算書・決算書や、施設の利用状況などの定期報告、点検・検査結果報告などが適切な
時期に提出されたか

適

区分 確認内容

安全対策

1 特定の団体や個人に偏らない、公平・公正な、透明性の高い運営がなされたか

2 利用許可、減免等の事務手続きが適切に行われたか

施設・備品の
維持管理

適

3

1 施設の管理運営に係る収支の内容や、指定管理料、利用料金等の取扱いは適切に行われたか

2 収支内容等を記載した帳簿を整備しているか

1 必要とされている保守、点検、清掃、保安、警備等、必要な維持管理業務が確実に行われたか

2 備品は台帳、目録等を整備の上、管理が適正に行われたか

※すべて「適」で「３」。１箇所でも「否」の場合は「１」。「４」・「５」・「否」とする場合は、必ず特記事項
欄に理由を記載すること。

適

1 市への報告、連絡、相談又は協議が適切に行われたか

特記事項

特記事項

3



総合評価

【総合評価】Ａ:とても優れている／Ｂ:優れている／Ｃ:適正である／Ｄ:努力が必要である／Ｅ:改善が必要である

評価

3

3

4

3

3

3

3

(3) 次年度以降の取組

評価理由

③その他

(2) 管理業務実施上の課題

子育て支援施設

取組・改善案
等

前年度からの課題・改善事項 実施状況 次年度へ向けての目標・取組・改善事項

①日々の保育や運営に係る課題を各児童クラ
ブ、事務局、営業所及び担当課で連携して解決
に努める。
②会議及び研修の質を向上させることで職員の
育成を強化する。
③事務局及び営業所による巡回を定期的に実施
することで各児童クラブにおける統一事項や
ルールの報連相の徹底度の確認に努める。

・情報共有等の連携を徹底し、日々の管理運営業務を円滑に行うことができたため。
・利用者ニーズを満たすための自主事業を複数実施し、サービスの向上に繋げたため。
・利用者アンケートにおいて、高水準の利用者満足度を得ていることがわかるため。

①次代の所長、副所長を担えるような人材の育
成。
②職員の定着率を上げることで安定した運営、保
育に繋げる。

(1) 評価期間の取組に対する評価
①サービス向上に向けての取組

②業務の効率化に対する取組

指定管理者自己評価

評価項目
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施設の設置目
的の達成

指定管理者の
健全性

施設の有効活
用

利用者評価

事業収支

・登録児童数増加に伴う環境整備
・職員の定着率を上げ、安定した児童クラブ運営の基盤を作る

・所長、副所長の育成及び学童保育支援員としての資質向上
・保護者懇談会の実施方法(オンライン、参加率上昇の為の企画）

・緊急時の情報発信機能や連絡帳機能、児童の登降室時刻の確認機能を備えたアプリケーションである「hugnote(ハグノート)」を活用し利便性の向
上と児童の安全確保に努めた。毎月発行のクラブだよりやアンケート調査を電子化した。
・長期休暇中の保護者のお弁当作りの負担軽減の為注文弁当を実施した。令和6年度に引き続き令和7年度も週5日(全平日)の実施とし年間通して計
4,507食の利用があった。
・業者によるエアコン洗浄及び保育室の床のワックス掛けを実施し、児童が安全、快適に過ごすことが出来る室内環境の整備に努めた。

・各児童クラブに社用携帯(スマートフォン)及び社用パソコンを貸与すると共に、ネット環境も整備した上でメール等による児童クラブ及び事務局
間での日頃の連絡、共有を密にした。毎日の登室児童数や出勤職員数、体調不良の有無等についてもメールで随時共有することで、適切な運営体制
を整えた。
・備品及びおやつの購入は基本的に業者発注とすることで職員自身が購入することによる時間や労力を最小限に抑えた。
・トランシーバーやワイヤレスインターホンの導入を増やし、職員間の情報共有の効率が向上した。

・子どもたちの自己肯定感を高める取り組みとして、人から言われてうれしい「ふわふわことば」を集める「ふわふわの木」、子ども主体、子ども
たちが意見を言える機会作りとして弊社オリジナル版のこどもかいぎ「みんなのかいぎ」を実施した。
・夏季の熱中症対策として、各クラブに経口補水液や塩分タブレット等を常備し、「熱中症警戒アラートメール」「熱中症予防情報メール」を登録
することで毎日の暑さ指数等を予測、加えて熱中症指数チェッカーで外遊びの実施可否の判断材料とした。
・令和6年度に引き続き上福岡七夕まつりの竹飾りコンクールへ出展し地域との連携を深めた。
・東地区全施設合同の親子バス遠足を実施、親子合わせて131名の参加があり、西武園ゆうえんちを楽しむことができた。

①課題や問題が発生したら速やか
に事務局及び営業所へ相談、その
後担当課とも共有。連携して解決
に繋げた。
②現場の職員自身で、テーマ設定
から結論までの導き方を考えなが
ら行う会議も実施することで職員
一人ひとりが主体的に保育を考え
ることへ繋げた。
③主に統括責任者とエリアマネー
ジャーで巡回計画を立案し、職員
間の認識の差異を埋める等の対応
を行った。
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